










｢読み ･書 き ･算｣は知識を獲得するための知識であるといわれる.算数 ･数学科は,
｢数を読む｣｢数を書 く｣｢計算する｣のようにこれ ら3要素をすJiて含む教科であると考
えられる. しか し,算数 ･数学教育のあり方が ｢分数ができない大学生｣｢学力があぶな
い｣などの本に代表されるように,大きな社会問題 となっている.実際,算数 ･数学の授
業を理解できないことが,不登校 ･校内暴力 ･学級崩壊などの要因の 1つであるとさえい
われている. このような社会的背景のもとで,平成14年度から実施される新学習指導要領
では,小学校 ･中学校の 9年間で算数 ･数学科の内容が 3割,総時間数が中学校のおよそ
2年間分の時間数が削減 された.
また,新学習指導要領では ｢生 きる力｣の育成を基本理念 として,｢算数的活動 ･数学
的活動｣を通 して基礎 ･基本の確実な定着を図 り,個性を生かす教育を充実することが基
本的なね らいになっている1)2)3).算数 ･数学的活動の楽 しさ,｢創造性の基礎を培 う｣を





の 4要因に視点を当て,問題解決学習 としての授業における算数的活動 ･数学的活動を考
察する.
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数学的活動として観察,操作,実験を通 した数理的な考察などをあげている. ･･･ (中
略) ･･･高等学校における数学的活動では,内的な活動が中心になるが数学化の場面や
数学的考察 ･処理の過程では,観察,操作,実験などの外的な活動 も含まれている｣と述
べ,算数 ･数学的活動をそれぞれ具体的に説明 している.算数 ･数学的活動が単なる活動
ではなく,数学的考察を効果的に行 う活動にすることが重要である.われわれはこれらの












やH.Freudenthalの数学化の考え6)を原点 とし,算数的活動 ･数学的活動を取 り入れた授






の4過程からなり,授業構成では ｢理解｣と ｢検討｣の 2過程が大変重要である.また,
4過程は上記のように可逆性があり,問題を考える視点が少 しずつ変化させることによっ
て,問題およびその数学的内容の水準が上がっていることをわれわれは授業実践によって










(1) 知識の獲得 :既習の知識か ら末習の知識を獲得
(2)数学的な考え方 :知識の獲得のため帰納的 ･類推的な考え方,単純化や特殊化など
の考え方
(3) 創造性の基礎 :考える対象を同値またはそれを含む新 しい対象への転化
(4) 応 用 :身近な事象に使われている数学的な知識の理解
われわれは,学習指導要領に述べ られている算数 ･数学的活動は,(1)～(4)の活動の結果
として具現化されたものと考えている. これらの 4要因の有機的な相互作用によって,作
業的 ･体験的活動や観察 ･操作などの外的活動,直観 ･帰納 ･類推 ･演縛などの内的活動
が誘発される.授業の中では,数学的活動は子ども一人ひとりの活動であり, 4要因を次
のようにとらえている.
(1) 知識の獲得 :既習の知識か ら未習の知識を獲得
授業は既習の知識を使 って未習の知識を獲得する場であり,子ども達に ｢既習 と
末習の知識｣を確認させることが基本的である.問題の理解は,問題を ｢既習の
知識｣ との対応か ら始まり,授業 目標の ｢末習の知識 (授業目標)｣の獲得を目












して新たな ｢知識の獲得｣を生 じさせる.｢知識の獲得｣に失敗 した場合は,問
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題解決学習の過程にもどり,失敗の原因解明や異なる方法による解決をめざすこ
とになる. このように,問題解決学習である授業が,個人的活動である数学的活
動に作用 して新たな課題を生 じ,結果 として問題の水準や授業水準を上げる.わ
れわれが授業の各場面での数学的な考え方を意識することは大変重要である.








問題の本質を理解することができる場面 と出会 うことがよくある. これは ｢数学
的な考え方｣一直観 ･帰納的な考え方 ･類推的な考え方など等-を用いて,異な















場合,具体的に例を書 き上げたり,絵図 ･線分図 ･面積図で表 したり, グラフ化や記号化
など視覚的な記述が行われる.これらの活動は,それまで獲得 した知識を活用 し,帰納的 ･
類推的な考え方､特殊化 ･単純化などの考え方か ら誘発されるものと考えてよい.子ども
達はいろいろな表現の中で,獲得 している知識により近づけ,考察 しやすい問題-と転化









考える対象を転化させる多様なアプローチが ｢創造性の基礎｣を培 う.教材 として日常生
活や他教科の中に用いられている数学を考えさせ, いろいろな事象を知 ることで数学の
｢応用｣を理解することを通 して,新たな ｢知識の獲得｣｢数学的な考え方｣の活動が始ま
る. このように,授業における ｢理解｣の過程か ら数学的活動が始まり,｢検討｣の過程
における数学的活動から新たな問題が生 じさせ,問題解決学習における問題の水準を上げ
ることになる. このような繰 り返 しによって,外的および内的な数学的活動が誘発される








学科の授業における ｢創造性の基礎｣について考察 し,算数 ･数学教育における ｢基礎 ･
基本｣ との関係を考察する.



















そ して,創造性の創造性教育の原理 として18項 目上げているが,その中で次のことを述べ
ている.






母｣ とも言われるように,失敗はその道をさがせ,や り方を工夫せよ,練習が足 りな








も重要な出会いになりうる｣ と述べ,Souriauの言葉を引用 して ｢発明するためにはず ら
して考えなければな らない｣ と述べている8). これ らをJ.Hadamard自身やH.Poicareな
ど優れた数学者の具体的な発見過程について検証 している.われわれは ｢ず らして考える｣
発想は,｢創造性の基礎｣に対応するもので,｢理解｣の過程で考えている対象を既習の知
識やそれに似たもの-の転化 と考えることができる.この ｢ずらして考える｣ス トラテジー
の重要性を意識 した授業展開が,数学的活動の活性化を引き起 こすことになる.また, こ
の考えは数学の本質である異なるものを等号で結ぶ不変性の重要性を気づかせるためにも
効果的である.授業展開の場面で子ども達の具体的な活動をとらえやす くなる.たとえば,
数や式を絵図や図形,グラフなどで表現 して考える対象を変化 させ,視覚化 させることに
より別の発想で考えることも可能である.
また,∫.Hadamardは発明には二種類のものがあり ｢その一つは, 目標が与え られてい




れる｣ と述べている. これを算数 ･数学科の授業で考えると,問題解決学習は,｢理解｣




ける ｢理解｣や ｢検討｣の過程で,｢ず らして考える｣発想が大 きな役割を果たすことに
なる. これは ｢創造性の基礎｣の育成につながるものである.
問題解決学習において,｢理解｣の過程は,問題を既習の知識を用いて解 こうとしたり,
予想 した解から既習の知識を導いたり未習の知識と結びっけることか ら始まる｡ 自分なり
に理解 した問題か ら,改めて問題を考え直すことにより新 しい問題が生 じる. これは ｢理
解｣ と ｢検討｣の過程が ｢創造性の基礎｣を培 う場面であり,数学的活動が活性化する重
要な過程であることを示 している.
J.Hadamardが ｢誤 りについて思案する必要はない.優れた数学者でも誤 りを犯すこと
は珍 しくないが,その場合にはす ぐに気づいて訂正する.私は自分の学生たちよりも多 く
誤 りを犯す.ただ私はいっ もそれを訂正するので,最終の結果にはその痕跡は残 っていな
い.その理由は,誤 りを生 じたときにはいっでも,洞察が私の計算結果があるべきものに
見えないということで私に警告 してくれるか らである｣ と述べている.算数 ･数学科の授
業において,数学的活動は思考や計算の誤 りは必ず生 じるものであり,それらを認めるこ
とは必要である. しか し,を避けるより,それらに気づ く数学的な考え方 と計算感覚を育
てる授業がそれ以上に大切であることを指摘 している.
中島健三は,数学的な考え方の育成を ｢算数 ･数学にふさわ しい創造的な活動ができる
ようにすること｣ とし,子ども達に創造的な体験を積み重ねることの必要性を説いてい
る9).また,創造的な指導 として目指 していることは,｢算数や数学で,子 どもにとって
新 しい内容を指導 しようとする際に,教師が既成のものを一方的に与えるのではなく,子
どもが自分で必要を感 じ,自らの課題 として新 しいことを考え出すように,教師が適切な
発問や助言を通 して仕向け,結果において,どの子どもも,いかにも自分が考え出したか
のような感激を持つことができるようにする｣ このような学習指導であるとしている.






(3) 解決の鍵 としての ｢数学的なアイデア｣の存在とその意識づけ
観点の変更,場面の再構成,既習の知識 とのつながりをつけることが必要
(4) ｢構造｣の認識と保存




これ らの 5項目はすべてわれわれの数学的活動の ｢創造性の基礎｣である ｢ずらして考





数 ･数学科の ｢基礎 ･基本｣は数や式の計算力の充実にあり, この計算力の熟達が創造性
を生み出す力であり,いろいろな活動を誘発するものであることを示 している.
4.おわ りに
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